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が，こ函に晶出分化あるいは分結作用が』如何なる原因

で如何なる形で行われたかは，將來にゆだねられた問題

である。しかし，三角式黄銅鉱が，東北日本内幣の第三

紀ゐ石英一銅鉱脈に限つて産すること及びこ9種の鉱脈

の他の一つの特徴として石英の假像（おそらくは後期石

英によつて？くられているものであろう）が存在するこ，

と等を併せ考えてゆくと，この種鉱床を形成する時代に

特殊なある作用が起つたのではないかと予想することが

出來，それが上記の分化作用あるいは分結作用ぞあらわ

せるものではないかと考えられる。從つてこれら作用の

’原因は未解決な問題ではあるが，三角式黄銅鉱と云う極

めて特徴的な結晶をつくりあげるのに欠くべからざる存

、在ゼあつたと云えよう。

以上の観察・実験・考察によつて三角式黄銅鉱の晶出

するi過程ゑたど？てみたの’であるが，それならこう・した

晶出過程をたどつて結晶した黄銅鉱洲可故三角式結晶と

して晶出するか，麦，るいは晶出しなければならないかと

いう根本的な成因については，筆者のこれだけの観察を

もつてしては断定を下し得ない問題で麦，る。しかしこれ

だけの貧しい観察為ら推論を許して貰えるとすれぼ∫漢

然と乍ら筆者は黄銅鉱鉱液が上の全ての條件を充すとき

p（111ン及びe（101）面の発達が特に促進され，その結

果三角式黄銅鉱として晶出するのゼあろう、と考えている。

一
そ
し て，そうした特定方向への構造の発達と環境との聞

の直接的な関係の，物理的・化学的説明は，將來にゆだ

ねられている問題で麦，ろう。　・◎　　　以玉　　　　．
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要 約

1．鉱床探査審議会（MIMEAC）の要望により，本

所事業の一つとして富山県上新川郡千野谷鉱山黒錯鉱床

の調査を行つた。調萱の方法としては全般に亘る地表及

び坑内の地質鉱床調査を行つたが，未探鉱区域は電気探

鉱結果を用いた。

調査期聞は昭和25年す月18日から6月9日迄である。
2． この鉱山は絡戦後急速に開発されたものゼ細粒鱗

状黒鉛を産し，先に安齋援官調査の折は諸設備未完，、坑

道総延長300mに過ぎず，探鉱も殆んど行われていな亦

つたが，今回調査の折は浮選設備略々完成，坑道総延長

約pOOm、電探も既鱒2回に亘つて行われ、その効果め

著しいことが到明していた0

3．調査の結果は結論の項に述べる如く，地質構造と

鉱床との関係、鉱床の成因に関して幾つかの点について

明かにし得た0

4．鉱量の算定し得る部分は余わ多くないが、希望鉱

量ば10万亀の桁に蓮し非常に多い。即ち別表の通らであ

るが，可採率はまだ明かにし得ない。

5．　しかし，ーこの予想区域がら鉱床の大きざと密度と

が稼行に充分に値する箇所を発見するには，』試掘坑道に
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よる他麦）るまい0

　6・浮選精鉱の品位を上げるには現在計画されている

檬に一層磨鉱を充分にすることが効果的であることが顕

微鏡観察からも明かにされた。

1．緒「
口

　　　千野谷鉱山黒錯鉱山は細粒鱗状黒錯を産する重要鉱山

　　である。これに就ては昭和21年本所安齋稜官に依つて概

　　査1が行われたが，（1）ぞの鉱石は土状てプ麦）つて，鉱量は推

　　定約450t，品位約40％，予想約6・000tと推定された・こ

　　れは，当時まだ開発の初期にあり，確認された鉱床が非

　　常に　かつだ勢と、’電気探鉱法等による科学的探査と詳

　　しい地質鉱床調査が行われていなかつた為である。

　　　その後急速に開発が進み，一方昭和23年及び昭和24年

　　には会肚の申請により本所加來技官によつて電気探鉱が

　　行われ，叉これと協力して岡野技官により，ハンドポー

　　り詫グにょる鉱床の確認等が行われ，電気探鉱法にょる

　　調査が非常に有効であること，’鉱石は細粒ぞはあるが鱗

　　状であること等が到明し，且つ鉱床の賦存範囲の拡大と

　　鉱量の著しい増加とが期待されるに至つた。

　　　偶々北海道晋調津鉱床の開発不活発となる等の事情も

、　　あつて，MIMEACζ鉱床探査審議会）の要望によ餌25

　　年度計画としてこの鉱山の電探と詳細な地質調査とを併

　　行的に実施することとなわ，昭和25年5月18目から6月

　　9日迄の聞，電気探鉱は加來技官，地質調査は岩生按官，

　　地形測量は石橋披官がそれぞれ担当して行つた。

　　　地質調査は主として小原川北側区域と坑内の精査及び

　　同南側を含む附近一幣の概査，電気探鉱と地形測量は同

　　南側の未探鉱未開発区域に注がれた。

　　　調査の結果は南郷区域に広い有望地幣を発見確認し，

　　地質的にもこれを裏付けることが出來た。叉從來檬々に

　　解釈されていた鉱床の性獣，成因等について相当明かに

　　し，今後の探鉱に示唆多き資料を与えるごとになつた。

　　これには叉，この種鉱床に於ては地質調査と電探とを何

　　の程度に如何に調和させる可きかについての考察に資す

　　るところも多かつたo

　　　今回の調査に際しては鉱山側から種々の便宜を与えら

　　れた。記してここに深い謝意を表する。

　　　物理探鉱の結果の詳細については加來按官が報告する

　　筈ぞある。

』2．鑛業．権及び浩革

富山操　第3号　　　富山県上新川郡大山村小原．

鉱業灌者　昭和黒鋸株式会肚

　　　　　　東京都赤坂区溜池町5

昭和21年11月以前の鉱山の洛革については安齋技官の

報告（1）力透，り，ここには省略する。当時は坑道によつて

略々現在の稼行レベノレ（中切坑及び天二坑「旧一番坑及び

三番坑」）と，それより更に約15m上方レベルが稼行の中

心をなしており，坑道の総延長僅かに約3GOm，粗鉱出

鉱量も月耶均如Ot程度，浮選設備未完成，粗鉱の儘現物

（馬車）→（簡易索道）→河内音B落二〉（トラック）上瀧

駅の順序で鉱石を搬出していた。叉，道路完備せず鉱山

に達するにも河内部落から現場迄徒歩によちざるを得な

　　　　　　　　　　　　　　　　！かつたo　　　　　　¢

　その後，中切坑の北方への掘進，これよわ約15m上方

の天二坑の掘進，26m下方の大切竪入坑道等が新たに掘

馨され坑道総延長約9αOnユに達した。而してこの聞天コ

坑からは鉱山始つて以來の高品位富鉱体（一号鱗の上部）

に逢着㌧鉱山の前途奪明るいものとした・、

　昭和25年初期，漸く日50tの浮選選鉱設備と乾燥工場

とが蓮転を開始し，月産粗鉱約250t一》850t余，精鉱月

産李均約70tの産出を示すに至つた・

　一方，この間再度の電気探鉱調査が行われ地下鉱床の

位置推定に貢献するところが麦、つた。

　上瀧駅一現場聞の交通蓮絡，鉱石の搬出の系統も大い

に整備され，トラッグが全通路に亘つて蓮転され鉱石搬

出もこれに依存するに至つ癒。（自家用3t積トラック

4台，現場上瀧聞2往復）叉，鉱山労務者は当時の約40

名より約70名（他に乾燥場勿名）に，現場舎宅，労務者

住宅，・現場事務所等全く面目を一新した・

　この檬に鉱山の規模は急激に膨脹し，鉱床叉次々と坑

内に現われるに至つたが，大観すれぱ，天二坑一号鏑を

除いては全く新しい鉱床群は発見せられず，粗鉱の李均

品位は粗鉱矩理量の増加に伴つて当然の傾向として若干

低下している状況にあつたo

3．地 質

鉱山附近の地盤は所謂飛騨片聯岩系・と，これを緩傾斜

不整合に被覆するジュラ紀層から成り，鉱床はごの片魔

岩中に胚胎している。

片廊岩系岩石は鉱山西乖方小原部落北方附近から南方

に向つて次第に広く発達し，小原川河床と河岸連続的に

露出している。主とレて結晶質純白石次岩と，主として

そり暦理面1；並行に厚薄様々な幅を以つて暦に湛入した

片瞬状花嵩岩とから成り，爾者の混生作用に依つて爾者

の聞には所謂スカルン帯を広い範囲に顕著に発達せしめ

ている。スカルン帯と片聯朕花崩岩との境は時に漸移的

である。鉱山附近にぱ石次岩が尤も広く且つ操返して発

達しているが，これより上流又は下流に向つて次第にそ

の量を減じ，小原部落西北方では殆んどこれを認めるこ

とカ｛できないo
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　ジュラ紀層は砂岩を主とする砂岩及び頁岩の互暦から

成り，鉱山附近で見ると基盤片瞬岩系との聞に100～20。

程度の緩傾斜不整合面を有する・基底礫岩は殆んど発達

しておらず1成暦の状態は極めて規則正しい。

　鉱山西北酉約1kmの索道起点切割で見ると，ジュラ紀

r暦と片瞬岩系岩石とは一部明瞭な緩傾斜断層で相接し，

同絡点附近の河岸露頭ゼはジュラ紀暦が殆んど垂直の襖

1
賦 に片喩岩中に断層によつて揉みこまれているのが見ら
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　目シュラ糖　／断層
　囮禰糊圃者識喜署び1醐崎

　囮欄牌置
　　　　　第1図千野谷鑛山附近地質図

れ，叉小原西北方の片廓岩系の北西縁は

断暦を以てジュラ紀暦と境しているoこ

れ等の断暦の傾斜は不定七あるが方向は

悉くNE－SWゼあつて，この地域ゐジュ

ラ紀後の構造線の方向を示している。

　　　　　　　（第1図参照）

　　　（1）片麻岩系P
黒錆鉱床に最も密接な関係があるび片

瞬岩系を構成する主な岩石は次の通りで

ある0

　1，結晶質石次岩　

　2．含珪友石透輝石石友岩

　3．含透輝石石友岩

　4．含撒騰石石友岩』

　5．柘榴石透輝石スカルシ

　6．透輝石緑簾石スカルン』、

　・7．　透輝石ンもカノレン

　8．透輝石角閃石スカルン

　9．輝石片瞬岩

　10．輝石角閃石片瞬岩

　1L　黒雲母角閃石片晦岩（花縫岩質）

　12．変質石友質砂岩

　13．変質頁岩
　14．含柘榴石黒雲母角閏石岩　　　　　●　　　〉

　15．石墨黒雲母片岩

　16．含柘榴石石墨片岩

　17．石墨片岩

この中，、19。20は片瞬岩系に属する片麻岩類及び片岩類

を貫いている。黒雲母花嵩岩がスカルン化作用に直接関

係があるか否か今回の調査ぞは充分には明かにするヒと

は出來なかつたが，小原川ゐ河内上流河床露頭に於て見

ると，スカルン化作用及び輝石類を含む片瞬岩類の生成F

、嫉黒雲母花嵩岩の送入に伴う花嵩岩質物質の石友岩への

浸込反応によつて行われたと解釈する方が好都合な讃擦

参認められる（第2屠）o即ち結晶質石荻岩を貫く黒零

母花嵩岩に沼つて，次の様な規則正しい累帯配列を認め

ること力亭ごきるo

　含透輝石石荻岩（1，2，3，・4）

→難碧欝㌶ン｝（覇・）1

　　→饗灘欝磐｝⑭・4）
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・馨li犠多
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囮（黒雲母）鯛石片購

團柘輝スカルン

塵翻緑願透緬効ルン

琶…櫃石鯛郡力1勝腕岩

彫惟石爾砧麟

・囮聴闇牌の絢

囮黙母花酷

　第2図石灰岩卿スカルン～花髄岩の闘係を示す塵状
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■■

　　→黒雲母片聯岩状花

　　崩岩（11，18）

　これは石荻岩から花嵩

岩へ向つて順…欠［A巧03，

Sio2，そして終りに近く

Alkaliが塘加しているこ

とを示す。この様な累幣

配列は河床の随処に各種

の規模を以て完全に叉は

不完全に操返しており，

全体として片瞬岩系を構

成している。第3図ゼ主

として石荻岩より成ち部

分として示したものはそ

れぞれ前表の1から8’

i迄，主として花嵩質片瞬

岩より成る部分としたも

のは同じく転10，14，主

として花歯岩より成る部

分としたものは，11及び

18に相当する岩石が発達

している（Zome）を示す。

　スヵルン帯及ぴこれに

接する石荻岩と片麻岩中

には特…に鋼石の発達が顕

i著ぞある。

　ζのような石荻質岩石

及びこれに成因的関聯を

持つ片聯岩類に較べて，

砂質及び馨土質岩石の発

達は前表12，13，15，16，

17で代表されるに過ぎ

ず，そめ分布観囲も荻い。

石墨片岩の原岩に就ては

後をヒ述べる様に一般ば種

々考えられるであろう

が，ここでは炭質物に富

んゼいた馨土質頁岩は関

’ンヘ喪
レ

　　、　　　　　　　　，1・藁父ソ’
ロ　　Dw　　、イl
　　　　　　　　　ll．‘i，継・
　　　　　　　　’ll

　　　　　　　劉榊縷

認瀦　蟻．
　　ll』1山h・12）識！コ・芝・一

1朧ll，llll

0

Lms

＼謎．

影

曲職鵬
　　hl黙

目ジュ糊』　。
囲耀斑岩々麻

譲騰／購♪荏
團鉱床地帯
×’顯着なSPne8a虐ivece臼しeγ

・　王な露頭1

ピ・主な坑道

①天一坑

ゆ天二坑

曲大切坑

ゆ中切坑

Cpコンプレツサー

DN選鉱場

Dw甦　宅・

＞

の4一
．剛→

頻

Lms

　　　　轍　　国一アoo

　　ノ＼礪

ト

●

●

勉

・乳

、

係があわ，鉱床はそ、の中特に石墨の富化された部分と見

徴すのが都合がよい。

片聯岩系岩石の走向は常に略々南北て凌）るが，走向は

小原川北側ゼは東へ700内外で急斜し，南側へ向づて直

立より次第に西70。内外へ傾斜津変えている。鉱申より

西方へ向つて徐々に走向はNE－SWに変化している。

（2）岩石の二次変質・

第3図千野谷鑛山地質鑛床概略図

　この中の多くが鉱床の生成と関係があら，一探査にも若

干の手懸りとなる。

　イ）プレーナイトの生成．

特に鉱床附近に限らず，普遍的に認められ，主として

片睡岩，スカルン等の裂罐を充たして発蓬し1時に長石

を全く置換えている場含も認められる。鉱床の生成と直

接的な関係はない。
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　ロン線泥石の生成

　必ずしも鉱床附近に限らないが，主と・して鉱床附近に

著しく，黒雲母・長石・その他の有色鉱物等から変化し

て生じている。黒錯鉱石中には黒雲母に伴つて未深定緑

泥石様鉱物を認めるo

　ハ）炭酸塩鉱物の生成

　方解石を主とする炭酸塩鉱物は鉱床から離れた地域で

も認められるが，このときは大低プレーナイト脈等と相

伴う。鉱床附近ではこの鉱物の生成は寧ろ普遍的ぞ，長

石，・黒雲母・その他の原鉱物の一部又は大部を置換えて、

発達して1いる6

　二）縄雲母の生成

・殆んど鉱床附近に限られ，長石中に微細な葉片として，

或は黒雲母と並行連晶をなして産する。縞雲母津多量に

生じた岩石は軟かく，一見してこれを見分ける事が出來

る。黒鎧の鉱石は殆んど例外なく絹雲母化作用を蒙つて

いるo
　ホ）珪化作用

　鉱床と殆んど常に相伴つて珪化された頁岩友び砂岩が

発達している。珪化が甚しく，一見石英脈の外観を呈す

るものが麦，るが，鏡下でなおその中に原岩の名残を認め

ることがて1きる01

　へ）硫化物の鉱染

・鉱床の附近ゼは主として硫化鉄鉱が細かく母岩中に鉱

染していることが多く，この事実は上記珪化岩石中には

殆んど需に見られるが，叉鉱石中にも認められることが

ある。鉱床から離れた部分についての硫化鉱物の分布は

まだ明かゼない。

　これ等に依つて見ると，鉱床の近傍ぞは炭酸塩化作用

・絹雲母化作用・・珪化作用・硫化鉄の鉱染等が特に顕著

であることが到る。大切坑内のビリ鑓の大部分が石英方

解石脈或は粘土て絹雲母ン化岩石と相伴っているこヴは

上記事実の縮図と見られ，黒錯鉱床の生成との関連性を

推定させる。

　これ等の変質の時代ぱ，アプライト・燵斑岩にも変質

が及んでいるから，その後である6叉，鉱石を鏡下ぞ見

るとその構造組織は“Pre《）fystalline　dezormation”ゼ

麦）るから，摺曲後行われたものゼある。ジュラ紀層との

時代的関係は充分には明かぞないが，ジュラ紀暦は鉱床，

区域を被葎する部分でも殆んど変質していないから，今

のところジュラ紀層堆積以前と見倣し得る。

4．鑛　　、床

露頭探葦・電気探鉱・坑内調査等の結果を綜合すると，

今回詳しく調査した範囲では主なものとして東列と西列

の南北に延びる二？の李行した鉱床帯叉は鉱床群と，牽．

o

だ輪廓の到然としない∵群を更に東側に稻々離れて認め

ることカ｛できる（第き図参照）。

　東列鉱床群は現在稼行中の本鐘及びこれに伴う上盤樋

を含む一群であつて，その北端は天一坑東方の倉庫附近

でジュラ紀暦下部に隠れ，南方は中切坑坑口南東方約、

40mの小原川北岸崖面の露頭に連なり，更に川を越えて

約400mの聞不明となδ，河面上約200；nの高所に於て

自然電位の’Negative　aenterの連続として現われている◎

勿論厳密にはこの蓮続性は確認されておらず，蘇に川のF

南北爾側聞の連続性については不確実て泌るが，後述す

る地質的データーから， このように推定しても大きな誤

りはない噂であろうo　　ロ・　　　　、　・』

　西列鉱床群撞天二坑一号鑓を含むもので，その上北方

は天一坑坑口西側に接する小露頭に連り．南方は二坑西

南方河岸の小露頭及びこれを含み南北に連る　Negatiue

Centerとして現われ，川を渡つて南岸の露頭とNega㌻iYe

Centerに至わ，一更に約500mに互つて南へ薙び，比高約

250mの高所に至る迄断続しつつ連るNe・a事i▽e　Certerの

列として現われている・この一群は小原川附近に於ける

、露頭の賦況から見ても，』叉天二坑一号鍵の形から見ても

脈よわ寧ろポケッ・．ト賦鉱床の一群と見られ弓‡うぞある・

　神通坑北東方高地山腹の露頭の一ド群及び、Negative

Centerの南北に蓮る一群は西列又は東列の何れかの北

方延長部分を示すものと推定さぜτる・

　前述したように，黒鎧鉱床は石墨雲母片岩中ぞ特に石

墨が富化した部分と解釈されるから，推定された西列及

び東列の鉱床群はそれぞれその延長方向と傾斜が母岩の

それと略々一致せねばならぬ筈である。坑内及び地表調

査の結果ほこの假定を略々実謹することができた・即ち・

小原川北側鱒於ては鉱床の延長方向は略々南北で東へ概

略80～60。の傾きを示し，，川を横切る附乖で庫立に近く，

南側の電探実施区械南端附近では走向略々南北，西へ70。

～650の傾き奪示している。N“gative　Centerの邸列の

二線が南端で東方へ轡曲しているのは地形の影響により，、

鉱床群の露頭が鷺曲していることにCo甲parableである

と解釈される。

　東列鉱床及が西列鉱床を一帯として重ねて見るとその

南北延長は約900mにi達する。

　（1）東列鑛床

　イ）　本鍾，下盤鍾，その他

　昭和21年当時から現在迄続いて稼行昏れている鉱床で

ある。特に本鑓は主脈をなし，品位も高く膨緒は甚しい

が比較的蓮続性に富む。幾つかの分枝脈及び耶行脈を有

し，その主なものが上盤鑓及び下盤鍵で麦）る。上盤鍵は

稽々連続性を示し到然としているが，下盤騒は幾多の小

分樹剛激或は小並行鍾の集合体と見倣し得るものであ
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る。，これ等の鍵の一部を構成し，或は鑓の上下盤に伴つ

て所謂「ゴマ塩」と称する低品位鉱が断続しっ』発達し

ているo

　現在知られている本鑓の延長は中切坑，天二坑に於て

見らるると、ころ及び旧一番坑，旧二番坑等に於ける記録

を綜合すると約80m～100血，既知深度は中切坑と旧二

番坑との聞隔に相当する約30mである。しかし，北方

昏向つては更に伸長する可能性も麦、り，深度も上方は天一

一塊レイル附近迄，下方は大切坑（通洞坑）と中切坑と

の中聞迄，合計約60m内外を推定する事は可能である。・

上盤鑓及び下盤鑓に就ても略々同様である。

　　　　　　ヒ　大切坑レベル迄下部が続くかどうかは鉱床の規模と形

1伏に関蓮して重要な事柄ぞあつたが，大切坑掘馨の結果

は，脈の鉱況も悪く，母岩あ変質等の状況から見ても，

このレベル迄鉱況が優勢を保持しつつ連続すると推定す・

るには現在知られている資料からだけでは，否定的で麦，

る。しかし，大切坑レベルの探鉱坑道は僅かにまだ一本

ぞ麦，るから，本鋤グル苧プの下底の状況に対して決定的

のことは言えないo

　鉱床の落しは，本鑓南端の富鉱体について安齋技官の

記録（し）と今回の調査の結果とを綜合製図すると僅かに南

落しの傾向が認められるoその他の部分・に就ては探鉱不

充分であつて明かでなし、・Q

　鉱脈の幅は上盤鑓及び本錘では最厚4m（本鍾中切坑

坑口より約60mの採掘跡），普通2～0・5m以下ぞある。

下盤騒は0．2～0．5m程度の薄い脈を主体とするが，中切

、坑，天二坑爾レベルに於てはこれを來み最厚4m以上の

　「ゴマ塩」が発達しているo

富鉱体は脈幅広く品位良好なる綱状鉱を伴う塊鉢

を主体とじた部分であつて，その規模は水李延長1

20m～15血，上下既知延長30m，錘幅最厚4m程

度で麦，る5この様な富鉱体は今迄のところ本鑓及　　r，

び本鑓南端近くの東側分岐脈（安齋技官記録によ

る）に於て認められる〇　　　　　　　　　　　一　1一

著な富鉱体の一・つぞある。i延長約15m余，最大幅約4m

の二つの厚レンズ賦鉱床から成り，その南端は一つに相

合し，そこで東西方向の断暦によづて西方へ尾を引き遂

に切断されている。二年前優秀な高品位鉱を産し，天コ

坑レ歳ル以上は殆んど採掘済みである。この鉱体は大切・

坑レベノレでは極めて劣勢である。

小原川兆岸露頭は石友岩及びスカルンを母岩とするビリ

鑓である。

叉，同南岸Negative　Co廊grに相当する部分には土

剥わの結果幅約1m足らずの直立に近い高品位鉱脈が現

われた。しかしその北方延長は予想される位置即ち河岸

の崖に現われていない。

，南方電探地区No，E182地点の西北約25mに崖崩れが

あり，低品位ではあるが，黒錯塊が洗い出され，土砂は

広い範囲に亘つて黒く汚れている。

　（3）　肚宅東方山腹露頭”

結晶質石友岩中に粗鱗片状黒鎧を含むものが大小ゐ転

石として詔められる。大部分は低晶位ぞ麦，るが，時に

　　　　　　　ヤ　タ
C塩20％くらいのものもあり1又嘗りて高品位鉱の露頭

が麦）つたど言われるo

鉱床とアプライトとの関係

’主として本鍵の下盤側，時に本縫を爽んでアプライト

の岩床が発達している。中切坑地並で最もよく発蓮し，・

幅約5．ん8m，天二坑及び大切坑ゼは劣勢ぞある。

鉱床との関係は中切坑に於七観察ざれ，第5図の如き

1伏況を示すoこれから到ることは，明かに黒錯がアプラ

イトの大小の割目に洛つて網脈状に入り込んでいる部分

、難二「ニミ
　　　　　　　　　　　’中t刀坑レペ’レ
，、、1、、誤膏1、へμ欝一

「ゴマ塩」は富鉱体に較べると稽々蓮続性に富

み，相離れた富鉱体を囲んでそれ等相互の聞を連

ねていることが多い。

・）　中切坑東南方小原川河岸露頭

露頭の箇所は著しいNegativeCenterに一致す

る。石友岩及びスカルンを母岩とする幅60賀70

C卑程度の規則正しい東へ傾斜している鉱脈であ

るo 品｛立はC二30％前後と見込『まれるo

　　　謬
ずぞ
！㍗／？／

小原川北方断面

小凝川南方断面

て2）西列鑛床
，イ〉天出坑一号鑓，その他

一号鑓は西列鉱床に於て今まで忙確認された顕

　第4図千野谷鱗山地質噺面図（凡例第3図と同じ）

がある一方，アプラすトは明か1こ「ゴマ塩」型鉱石中に

i遊入していることである。

叉アプラィトは殆々ご例外なく絹雲母化作用にょρ七
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槌色し軟かくなつている。槌色の原因は黒雲母の絹雲母

化に起因する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　匪コ絹雲母イ蹄
　このアプラィトと黒鉛との相互関係は一見矛盾する二

つの事実を含むかの如く見えるけ娯，アプラ朴磁　．　’懸珪化帯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　芝入に続く絹雲母化作用，，これに伴う黒錯の移動を考える

ことによ’つて説明は可能ゼ麦）るo

　（4）　鑛床と絹雲母化作用との関係

　鉱床地幣では絹雲母化作用が全般的1こ顕著准ことは前

に述べたが，鉱床の殆んど総てが絹雲母結士樋を伴い，

，蝦イ恥　’ノ

　　　　o’　　　　40ご舵

第5図　中切坑内に於けるアプライト1と黒鉛鑛賑との關係

　　　AP＝絹雲母化し弛アプヲイト

　　　GP3絹雲母纏量に鋤照瓢
　　　GO：ゴマ盤鑛、

鉱石及び浮選尾鉱中には必ず相当量の絹雲母を含むこと

から絹雲母化作用と鉱床の生成との密接な関連性を知る

ことが一できるo、

　（5）　鉱床と珪化作用との関係

既！こ述べた通り本鑓に於て爾者の関係は密接ぞある。

　　（6）　鉱床と燈斑岩との関係

　焼斑岩は片瞬岩系岩石を鋭い境を以て戴つている。し

かし岩脈の繰辺部或は・一部が屡々変質作用を蒙つて腓色

しているのぞ，その貫入の時代は絹雲母化作用等よりも

前期であることは確塑であり，從つて鉱床の生成に先ん

じていたものと・思われるo

　（7）　鉱臓酵の形状

　天二坑，中切坑，大切坑等に見られる鉱脈群の形状を

耶面図に現わすと第7図のようで麦）つて，データーが

．、・天二疏

鰯
ごレ！・

　　ノし
　7・．

　ノニ
　ノ　ロ

　ベ
乳’．

1，

第6図　千野谷鑛山母岩礎質概念図

　バ

11

〆、1
　　　　1天二坑
1　参l
　　　I‘

“

　フ

γ
』1

．噂’

　　　ノ

4蔭
　　　　ド　　ロ　　　．舜　』～　　　　じ　　　　ロ　　　　『　　　一　　　　　　「

熾，1蓄

欝
旛
　γ
　y　げ
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圃富騨、園・刀ライト
匿］ゴマ輔　・H・本　鋤
　　　　　　　　　Uw　上盤鑓
〔互］燈斑着　　Ie一卑鍾
第7図　千野谷鑛山鑛床李面略図
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不足の為断言的ではないが一っのSheared　zoneに見ら

れる裂罐の』Systemと解釈される特徴を示す。このこと

はこの黒錯の鉱床，特に富鉱体が片聯岩系中のShe貸red

zoneに生じたことを暗示する。F

　（8）　鑛床生成の順序

鉱床の成因と関係があり，解決の容易でない問題であ

るが，一応上記の事実から推定ざれる鉱床生成の順序は

亥の通りで麦）る6

10花崩岩の選入（暦に邊入を含む）

　　スカルンの生成，含黒錯黒雲母片岩等の生成

2。地殻変動に伴うSheared　zoneの生成

3。アプライト，焼斑岩の貫入，

　　引続き縞雲母化作用，珪化作用等を伴つて黒錯

　　富鉱体の生成
なお，鉱床の成因に関しては便宜上後に一寸触れること　1

とする。　、

（9）　鑛床の深さ　　　（第3図，第8図参照）

　天二坑，中切坑に於ては鉱床の発達とそれに伴う母岩

の変質が顕著であるのに，その下部の大切坑レベルでは

．鉱床が認められない許りで無く，母岩の変質も極めて微

弱である事実及び，』南側区域の電探（SP）のnegative－

centerの密度が高所に於てのみ大である事等から推定し

て，，決定的ではないが鉱床は深部では発蓬が良好でない

かも知れぬと言う疑いがある。

680・

660

64D

6～0

600

580

囮ア乃イト　鷹珪イ蹄
圓翻岩二圃瞭fヒ幣
㎜石灰叡以カノレ［1魎黒歪臨薙鉱

醗皿花蹴麻岩　［廻同食鉱

　L一＿．＿＿＿＿」。m

大切坑

天二坑

（1）　外観高品位鉱……黒色～濃友色，金属光沢脂感

　　　　　　　に富む，時に片賦指頭では容

　　　　　　　易に砕き得ないが，ハンマー
　　　　　　　．一ご易く粉封犬となるo絹雲母をこ

　　　　　　　富むものは黒色粘土朕。　一

　　　低品位鉱（「ゴマ塩」鉱）……選入黒雲母

　　　　　　　片岩の黒雲母を，黒錯ぞ置換

　　　　　　　えた外観，これが一見ゴマ塩

　　　　　　　の感じを与えるo高品位鉱よ

　　　　　　　りも更に軟弱。

（2）鉱物組織

石英（径G．1mm～G．G5mm），絹雲母（長石の変質物

として）（粛0．01㎜～0．005叩m），及び黒雲母と並

行連晶して（長さ0．1mm±），炭酸塩鉱物（径0。05mm

±），黒鉛（長さ0，05～0．01mm），を主成分とし，時

に黒雲母（長さ0．1mm以下）線泥石（長石叉は黒雲母

の変質物），少量の燐友石，硫化鉄鉱物，ヂルコンを伴

つ。　　・　　＼
　　　　　　1選鉱元鉱

　高品位鉱’黒錯約40～70％

　低品位鉱　黒錯約　5～20％1

　精　鉱黒錯約70～80％
　尾鉱黒錯約5％以下．（普通1～＄％）

560

、シュう紀層

～鵬岩類と．樫頒

繍麟耀辮騨☆l　　　　　　　　ll構臥

　　　　　　　非
一1輔灘灘羅醐灘講コ嚇㈱鱗・

第8図　千野谷鑛山漸面一鯛（略々大切坑に並行）

5．鑛 蕊

鉱石は細粒鱗状黒錯に属する。これに関する詳細は他

の機会に記し，ここでは概略を述べるo

（3）　鉱石の構造組織

片岩状のものが多い。絹雲母の微晶は長石ゐ假晶を示　　　　〃

すことがあり，その稽々大きな結晶は黒雲母と屡々並行

蓮晶を示すσ黒錯は軍独に産する事もあるが屡々黒雲母，
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と交代した形状を呈する。他の鉱物は不規則に全体に互

つて散在する5

　　　　　　　　　　　　　～

一（希望鉱量）とが麦，る。

　從つて推定鉱量及び予想鉱量は主に現在稼行中の中切，

試 料 名

該｛，美：鏡蝋2

鉱石置場李均試料

水　分　友　分　揮発分 固定炭素　比　　重

　1．44’

　1．51

　0．65

　1．51

　2．44

　2，06

　2．62
∫
t2．68

’纏辮1翻葦獺劉穎調査所化学課分轍び礁

45．42　　　　　　　6．36　　　　　　46．78

’
4
9
， 36　　5．99　　43．．14
33．98　　　　　　　1．98　　　　　　63．39

49．36　　　　　　　5，99　　　　　　43．14

89，90　　　　　　　4．01　　　　　　　3．65

73．56　　　　　　　13．06　　　　　，11二32

54．65　　　　　　　3．74　　　　　　　38．99

53．65　　3．84　　40．80

鵜
、
！

1：1註

試 料一名　f水
浮　 選　 精’　鉱柴鼎

　浮　　　選　　　尾　　鉱蝋涛
苦鰍　昭和25年6月鉱山で探取した試料’

分　友　分　揮発分 固定炭素

0．77 24．41 2．78 72．04

Sio2’

44。14

TiO2　　A120卸　　Fe203，　K：20　　Na20．Ig。Ios菖

　　　　　　　　　　　グ『1．04　　　　24。98　　　　5．23　　　　　2，41　　　　1。86　　　　15，22

、（4）　化学成分及び比重

上の表に示す通わである。

尾鉱の化学成分にK20を2．41％含有することは鉱石中の

絹雲母の存在を確認させるに充分ゼある。

　　　　6．品’　位
　鉱石は品位の変化に寓む上に，富鉱と「ゴマ塩」との

割合が切弱の進行に伴つて著しぐ変化する為にz卜均の値

・は求め難いが，從束の実績並びに前記分析結果に徴する

と，略々次の通わである。

　富鉱質の高品位鉱　C＝40～50％（準均45％）

　「ゴマ塩」鉱　　　C＝5～15％（李均10％）

　出鉱李均　，　　C＝20％

　　　　7．・鑛　　量
鉱量算定の基礎となる竜のは本鑓を中心とし現在稼行

中の坑内に於ける鉱脈の状況プ及び地質及び電探の結果

から推定叉は予想される東列並びに西列鉱床群の朕況で

麦）る。

坑内に於ては充分にsystematic・な探鉱がまだ行われ

ていないし，坑井の数が少い為に厳密な意昧の確定鉱量

を算出することは出來ない・推定鉱量は各鑓押坑道に浴

つて露出する鉱脈の状況から，その上下或いは聞隔或い・

は上下爾坑道聞に來まれた部分に求め得る・広義の予想

，鉱量に健鑓坑道の鑓先，或は推定館量算定部分の周辺部

．（予想鉱量）及び，鉱体は殆んど確認されていないが

物探の結果に基いて地質的根族だけから予想し得る部分

天二坑内の本鎚・上盤鍵・一号鎚その他から計算され，

希望鉱量は小原川北岸の東列西列の残余部分，それ等の

北方延長及び小原川南側の電探区域に求められる6

計算は大切坑地並以上に限つた。て昭和25年6月現在）

この結果は厳密に計算し得る部分は余わ多くないが，．希

’望鉱量は原鉱10万tonの桁に達すると見られることが到

つた。（数値省略）

　可採率は現状ぞはまだ鋼然しない。

　一般に飛騨片聯岩中の黒錯鉱床群はポケット状の鉱体

が断続叉は散在するものからなる場合が多く、，鉱体の分

布密度が大なる場合にほ稼行に有利となり，．小欺る場合

には不利となつている。

　この鉱山に於ては富鉱体が比較的密集し，更にこれを

囲み或はこれを連ねて低品位「ゴマ塩」錯が発達してい

ることは埋藏鉱量・可採鉱量を共に著しく増加し，稼行

條件を有利ならしめている。しかし，西列鉱床に於ても

同様であるかどうかには疑問が多い。

・8．、採 掘

一悉く坑道機械掘’り（階段掘）庭より，採掘跡は充填し

ている己稼行の中心は中切坑及び天二坑ゼある。調査当

時，選鉱元鉱の貯鉱量が多かつた為に，主として次の箇

所の採掘段取中ぞあった。夫二坑下聲鑓？中央部切上り，

中切坑上盤錨中央より北半部，天二坑北向き鎚押し掘進。

探掘鉱石はト・ツコにバラ積の上，選鉱場貯倉に搬出

集積される。
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9．探 鑛一

終戦以後行われた探鉱及び調査の経過と成果は吹の通

リゼある。

昭禾021年頃…・・…・…中切坑，：二坑，旧…三番坑等による

　　坑内鑓押探鉱，全般に亘る露頭探鉱，調査所安齋

　　技官　坑内外鉱床概査

昭和｛舞／・一糊坑甑新た厭二坑を朧一

　　号錘に着鉱更に本鍵，上盤鑓，一号鑓等の下底部

　　を探る可く大切坑を掘馨，蒼鉱せず。

昭和23年・・…9…会肚の申請により調査所加來技官，本

　　鏑を中心とする区域に第一家電探，同岡野援官ハ

　　ンドボーリングによりnegative　centerに露頭発

　　．見，電探の効果を確認。

昭和24年・…・・調査所加來技官同区域及びその北方を再

　　度電気探鉱，鉱床の北方への延長を推定。

昭和25年……今回の調査（調査所加來技官の南側区域

　　の電探により鉱床南方延長を推定，同岩生按官鉱

　　床区域全般の総合地質鉱床調査）

なお，電気探鉱の鈷果に就て妹加來按官の報告が行わ

れる筈であるo

．10．選 鑛

　調査当時，山元現場には5Gt　day　cnpacity（実働35

t　day）の浮選設備を蓮転中ゼあつて，その系図は次の、

り通である。

　この設備による昭和25年前半の選鉱実績は余り良好で

「なく，（半ぱ試験中）家の通りであつたと言われ，調査

当時，精鉱を再浮選してC昌72％（実牧率80％）のものを

得ていた。

　　粗鉱李均品位
・
浮
選
繍 縫｛論鱗％

　　浮選精鉢粒度…一120mesh80％±

　　実牧率…75％

　　精鉱産出量一ZF均7～8t／bay

・鉱山側ズ行つた粒度試験によると浮選精鉱では　一300

meshが最も高品位であつて一100～150meshゼはC昌

65～70％密出ない。叉浮選精鉱を鏡下ぞ見ると，0．2～

　0。1mm程度のものでは絹雲母を始め石英，炭酸塩鉱

物等との分離が充分でないものが多い。浮選実績の不良

、は一部この種粒度の粗きに失する為も麦，ると考えられた

・ので，鉱山では新たにrougher　frothを再粉砕する為に

3ノ×121のtubemli1L輩加えんとしている。

　この結果次の目標に達することが期待ざれている。

さ

ミ
ミ
墨

奪

』訪吻痂纏の

喜轡
ミ　　1
桑　　　1ミ
魅　　　1
ミ

、　　　　1
ぺ

無　　1
、　　　L＿．
毛

妻ゆ齢

　　5’X5／
　　6卿澱’〃〃ε〆

　　　　［

　04一一一一一　1
54藤縛　　　L死一乃6　溺那
　　　ε鎚＿／234567β
　　　勿κβ卿　　　6／6∂“εη　　　　　・伽ε5
　　　　　　　　　　　　　　　ルあゆ泡

　　　　　　　　　　　　遍

　　　　　　　　　　　　　　　　5
　　　　　　　　　　　　　　　　｛

，ノ

z　3　4．

＿＿L一

〃盆孤○
‘5〃，加〃〃勿

6a斥822－33鍋1／2〃

第9図

3砂！〃《禰1爆1

　　．浮灘品位｛盆識隊％

　　浮選精鉱粒度一200mesh80％±

　　実牧率　　85％
但し前述した様に富鉱とゴ》塩との割合の変化によつ

て粗鉱品位がCマ15％くらいに低下する場含も考えられ，

実牧率を目標通りに保持するのは必ずしも容易では麦、る

まいo

11．乾 燥

　上瀧駅よら約150mの勉点に乾燥場がある。石炭火力，

glatt　pan，人力麗絆による簡軍なものぞあつて，水分

30％内外の精鉱を水分2～3％に乾燥し，紙袋詰として発

邊する。

12．産 額

鉱山側資料によれば出荷実績は次表の通リゼある。
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1921年

1922年

1923年

1924年

1925年1月

　　　2月
　　　3月
　　　4丹
　　　5月

出 荷　（t）

477

920

2，386

4，702

112

249

　721

　850
・260
／

品 位　　（C％）

30

40

30

25

15

16

17

18

20

｝　　　帽殆んど大部分を粗鉱として出荷
　　1　　1
／¢二4・％搬のもの25晦臥拙荷

　　　　　　　　　　　」　　　　　　ロC鵡60％程度のもの約3印t出荷

　（浮選半ぼ試験中）’　　，

　　　　　　　　ρ
lCヂ7・％程度のもの約68t出荷

調査当時，1925年1月→5月迄g低品位精鉱（C＝6g％）を再選鉱して，Cニ72％（実牧率8q％）のもり168t

を得ていた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は母岩中に発達していること等冷ら，・鉱床の成因を次
　　　　　　13．鑛床の成因
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の様に解釈することが今のところ最も適当ゼある。
探鉱方針の指針の資料としてこの鉱床の成因に就て若　　　即ち，『炭蓉土質岩石及び右荻岩が密接に伴う区域に

干の考察が必要である。　　　　　　　　　　　　　　　アプラィトの貫人，これに続く絹雲母化作用及び珪化作

一般に黒鉛鉱床の黒錯の憩源鱒に就ては大別して次の　　用に伴つて母岩中の炭素の移動と晶出が行われて鉱床を

様な考え方が行われている・（2）・（3）・（4）・（5）・（6）・（7）・（8）’　　　生成した。

（1）水成岩、（主として炭薯半質・時に石荻質）中の炭　　　「ゴ》」塩型低品位鉱はその移動が極めて僅かしか行

　質物が岩漿水によつて酸化され・家ゼ温度の降下に依　　われず，殆んど凍位置ぞ晶出し，富鉱体の高繍立鉱はそ

　って分解してCを生ずる。この作用は勿論必ずしも岩　　の移動が顕著に行われ裂罐に澹ρて灘集晶出したもので

　漿水によらずともよい。　　　　　　　　　　　　ある。裂罐のsystemはCeylo皿の片聯岩中のそれりよ

（2）石友岩のCaCO3が火成岩との接触作用によつて　　うに数多の主要な李行方向とこれに斜交する分枝方向と

　分解，CO2が放出され，上と同じ邉程を辿つてCを生ず　∫から成つておわ・一っのsheared　zone　fracむure　sys㌻em

　る。この際CaはSiと結付いてIimesilicateを作る。『　を示しズいる。』

（3），岩漿中に含有されていたCO，が同檬の過程を辿　　　鉱床が何故東列及び西列の二線の内に限、られたか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は，炭素の起源を炭馨土質岩石に限つて考えること及び
　つてCを生ずる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sheared　zoneが石友岩中に馨土質岩暦のようなこれと’
諸外国で行われた種々の討論の結果を総合すぐと，（2），
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物理的性質を異にする岩石を爽む部分に最もゼき易かつ
（3）の翫方蹴て磁色醐るとざれている・跡し・たと解釈することをこよつて獺できる．

．Ceylonを始め，MQntona，Utah，南濠・A玲irondack・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14．結　　　論・等世界著名の黒鉛産地に於てぱ，鉱床はペグマタイト
～アプライト，石友質岩石，磐土質岩石の三者と密接な　　1。鉱床は結晶質石友岩・石友質結晶片岩中に僅かに黒

関係に劫，そり繍の灘肝蛤鋤と非常によく　雲片騰鋏有する部分に生じた一種のshe＆爵
似でいる。そして炭素の起源が（正），（2），の何れに求菌ら　　　zoneに於ける数多の割目を充して胚胎したもので，．

れようとも，鉱床の生成に当つてペグマタイト～アプラ　　　調査範囲内では主として南北約900m以上，東西約80

身ト等の岩漿の作用による炭素の移動が行われたことは　　　血の聞に2列の群をなして，胚胎したものゼある。

大体総ての研究者によつて支持されている。　　　　　　　2。地質鉱床調査の結果推定ざれる鉱床の賦存状況と電

　千野谷鉱山に於ても　　　　　　　　　　　　　　　　気探鉱の結果推定ざれる鉱床の賦存状況とは極めてよ・

（1）石友質岩石を主としこれに炭磐土質岩石（含黒錯　　　く一致する。

　黒雲母片岩等）等が密接に伴つている部分に富鉱体が　　3。坑道探鉱が進捗していないために推定鉱量は余り多

，発達していること。　　　　　　　　　　　　　　　　　くないが，電気探鉱と地質調査の結果とを総合すると

（2）石友質岩石及び磐土質岩石の何れにも屡々黒錯結　　　10万tonり桁の鉱量を希望的に予想することが可能で

　晶が原岩の構造の名残を留めて含有されていること。　　　ある。
（3）アプ7イトがこ櫛の岩磁跳・ているにろ，　4・し汎，この予想範囲から稼行鴎るをこ充分な大き

，或は絹雲母化或は珪化作用等が行われているところで　　　さと分布密度を有する鉱体を発見することは必ずしも

　は明かに黒錯が細脈状にアプラィトそれ自身め中，叉　 容易ぞなく・ハンドボーリング又は機鱗ボーリング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等にょらず寧ろ試掘坑道による探鉱のみが有効であ
　　菅決定的の緒論を下すには炭素のisotopeO12とC13との比を見る
　　乙とが非常に有効であろら．　　　　　　ろう・　　　・　（昭和25年6月調査）
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層 名

海成段丘
岩屑堆積層

双葉富岡暦

五安砂岩層

五安礫岩暦

下部浅貝砂岩層

石城爽炭層

基盤岩類

項 目

双　葉　断　層

双葉摺・曲帯

五安礫岩層の不整合

F部浅貝層と爽炭層との関係

　炭　　　　　層
基盤岩と爽炭居の不整合
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岩　石

礫　　砂

微粒砂岩

暗灰色頁岩

『帯緑青灰色

砂岩

岩　質

最上部に薄い
礫岩層を挾む

礫　　’岩　基底礫岩は径

　　　　　10～50㎝位の礫質砂岩
　　　　　石英粗面岩の
凝殿頁匙円礫を多く含む

砂岩の互層

砂質頁岩

細粒砂岩

石　　1炭

礫質砂岩

緑色変成岩類

上牛部は頁岩
質なり

上展は15～30㎝1

下層群は2層あり

走向

N3σE
N　　S

N－S

N－S

N－S
コ1αW

N10》W

N25シW

傾斜

S　E10

E15’

5QσEP
45”W‘

E60。

W559

W80“

9σ

　70’

W8σ

W8び

9α

摘 要

地質図の「スケッチ」④を参無

双葉裾曲帯

裾曲帯は五安砂岩中にあつて東側にある2向斜、

2背斜の軸は地表に於て認められるが西側

向斜軸及背斜軸は何れも推定によるものである

この6本の擢曲軸はこれより北へ上岡炭鉱まで
約2Km余りN10●W方向に．続いてゐると考へ

られ何れも五安砂岩中にのみ発達し東側は夫々

双葉断層・によりて切断されている。

地質図の「スケツチ』③を参照

地質図の「スケツチ」①②を参照

炭柱図及坑内図参照
地表に於てはその関係は明かならずイく整合

と推定して地質図には塗色す。

0 5m
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暦 名

連積暦岩屑堆積暦

双葉富岡層

五安砂岩層

五安礫岩層

上部浅貝砂岩層

下部浅貝砂岩層

石城爽炭層

基盤岩類

項 目 桂状図 層叫岩石
、m

2十

170＋、

双葉断暦　　　　　　　　　　　　受φ∈∈美＿

　　　　　　　　　　　　　　・鱗零、。。

　曲縮いて　，』擦奪，
＋

　　　　　　　　　　　　　　三尋渓

　　　　　　　　　　　　　　置÷6じ：1

　　　　　　　　　　　　　　骸i鷺i関

　　　　　　　　　　　　　　憶聯書5・
　五安礫岩と・上部浅貝砂岩層　　潔蓼婆鍵聖

　とφ不整合　　　　　　　　　　ξ葦ざ㊧さミ等

　　　　　　　　　　　　　　懸購45

上部　と下部浅貝暦との関係q癒1慾、5

　下部浅貝層と爽炭暦

炭層　　　　　き子　2・
基盤岩との不整合との関係　　　許’一・昏　

　　　　　　　　　　　　　　醗

礫　砂

微粒砂岩

砂質頁岩

細粒砂岩

凝灰質頁裏

砂岩の互層

礫岩

細粒砂岩

中粒砂岩

石炭

砂岩粘土．

誕変成岩

岩　質

均噴で剛緬

に平行に剥理す

石炭を挾み
10～70cm位の
もの2枚ある

礫岩は3m

上牛部は
砂質頁岩

薄き頁岩を挾む

「上暦」1枚

「下層群」3槙

走向

N30。W
歯4αW

N2ぴ

　～

　30E

N－S

N－S

N－S

傾斜

NE20’

S　W4ぎ

30ρE

30』7W

6σE

80ρW

　6σ
W
　8σ

W8ぎ

　5σ
W　～
　7σ

醤2ぴE』Fw8α

N－S　　　艦
　　　　9σ

摘 要

双葉断層・に近凄する附近に於て

N30“W方向の1背斜を示す

地質図の「スケツチ」⑤を参照

裾曲は五安砂岩中にあつて方向はN20■～30』E

2向斜ど2背斜軸が推定される

1地質図の「スケツチ」④を参照

　地質図の「スケツチ」③を参照

　地質図のrスケツチ」②を参庭

　炭桂図を参照
　地質図のrスケツチ」①を参照

0　　　　　　　　　　　　　50m



＼！

咀o一 ．欝擁∫：溜

舳回、し③

翻；τ班r⑰

襯泊鋤’團

騨嗣睡圃
　　　　　　ラ 儲　亘㎜　Q
矧　漕［翻

脚耀燦国

啄

駕　
’

1

80

旧

、

謬

§

る

気

雛
　■

鐙

／’サ

国》箕瀞善囲丁




